職種：融資　　職務：融資
【概要】

信用金庫の営業店において、融資の申込みを受け付け、所定の審査手続を経て融資の実行、期中管理、回収までを行う仕事。

【仕事の内容】

融資業務は、預金業務と並んで信用金庫の基本業務の一翼を担う重要な仕事である。「地域の中核的金融機関」である信用金庫が行う融資業務には、単に資金の貸出に留まることなく、お客様ニーズに応じた様々なアドバイスなど、付加価値を提供することが求められている。

融資業務は、資金需要の発掘・創造を行うことから始まる。そのうえで、具体的な資金需要に即して行われるお客様からの融資の申込みを受け付け、融資可能かどうか審査（申込人の信用調査等）が行われる。所定の稟議申請・決裁を経て融資可能と判断した場合には、必要な書類を整え、お客様との融資契約を締結する。さらに、実行した融資金の返済状況をモニタリングし、回収を行う仕事も融資担当者の業務である。こうした一連の業務の遂行に当たっては、営業担当者など関係者と十分に情報共有を図り、密接に連携して取り組むことが必要である。

【求められる経験・能力】

（1） 信用金庫で取り扱う融資の種類は極めて多岐に渡り、融資担当者にはそれぞれの融資の特徴や事務手続等に精通していることが求められる。また、複雑な融資手続を正確かつ手際よく行う事務処理能力も重要である。

（2） 融資業務全体を通じてコンプライアンスの徹底が極めて重要である。融資担当者には、守秘義務、説明義務をはじめとして、業務に付随する法令や内部規則を十分に意識して仕事を進めることが求められる。

（3） また、融資に当たっては、常に公平かつ誠意をもった態度でお客様に接するとともに、お客様の立場になって主体的に提案を行っていく姿勢が求められる。

（4） 信用調査や管理・回収等の場面では、お客様の情報をいち早く、かつ、正確に察知することが必要である。このため、お客様と密接にコミュニケーションをとりながら、必要な情報を素早く収集し分析するスキルも重要である。

【関連する資格・検定等】

· 全信協実務試験（基礎、上級）〔一般社団法人全国信用金庫協会〕

· 銀行業務検定試験（法務、財務、税務、年金、信託・証券、融資・渉外、外為、金融経済、FA・預かり資産等）〔銀行業務検定協会〕

· 簿記検定（１級～４級）〔日本商工会議所〕
· 中小企業診断士〔中小企業支援法〕　など

【厚生労働省編職業分類（小分類）との対応】

　２８１　営業・販売事務員　　０３１　会社の管理職員
